水素ガスによる骨格筋の循環動態に関する研究 by 立木 楷
水素ガスによる骨格筋の循環動態に関する研究
著者 立木 楷
号 423
発行年 1967
URL http://hdl.handle.net/10097/18321
 そ
D
>
七
七
」
陪
ヨ
,
.
叱
.
,
「
,
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件
研究科専門課程
学位論文題目
ついきかい
 立木楷(静岡県)
医学博士
 医博第4'23号
 昭和42年3月24日
 学位規則第5条第1項該当
東北大学大学院医学研究科
 (博士課程)内科学専攻
 水素ガスによる骨格筋の循環動態に関する研・
究
 (主査)
論文審査委員教授中村 隆教授鳥
教授鈴
飼龍生
木泰三
 一29」
論 文
内
容要
旨
 著者はAukland.らの水素ガス組織ク1,アランス法によって筋局所有効血流量を,また同じ
 ぐ水素ガスを用いたKe芦y-SChmiα七のエn邑irec芽一Fick法により肢全血流量,筋全血流
 量及び筋有効血流量を,実験的に同時測定し,次の様な興味ある結果を得ている。
 水素ガスによる筋血流量測定法
 関電極として白金黒化電極を用い,不関電極として銀板を用い,また測定回路として外部抵抗
ヰ
 を喋ロΩとし,+巳4V.の負荷電圧発生装置を有する回路を用い,先ずTe航Ohamber
 によって出力と水素ガス濃度の変化の関係を検したが,この結果著者の装置では水素ガス濃度に比例
 した出力を得ることを証明した。ヒト及び犬の四肢,骨格筋に診いて筋組織クリアランス値及び
 Ket7-Schmiα七法による算出値は,大腿動豚圧迫により減少し,反応性充血や運動により著
 明に増加するので,筋有効血流'量,筋金血流量,肢全血流量のmea8ureとして有用である。
 また,水素ガス吸入による全身反応は全く認められなかった。
 骨格筋血流動態に関する実験的研究
 1.方法:成犬55頭を用い,先ずベントバルビタールナトリウムにて麻酔し,適切な換気量に
 て人工呼吸を行左い,次いで大動肱,一側の大腿静豚及びM.Gracili8に白金電極を刺入固
 定し,5Ghanne■にて同時に連続記録を行なった。水素ガスの吸入は約10～40分行ない,
 動静豚,組織の濃度が夫た平衡に達したのを確認してから,d.e8a七uratiOnを開始し,完
 全に基線にもどる迄60分以上観察した。実験犬のうち,斗5頭は皮応血流除外のため剥皮し,
 これを筋部分とみなして実験したが,このうち更に5頭は運動時の筋循環動態検索のため坐骨神
 経の電気刺戟を行ない,ry七h皿ica■な収縮を生ぜしめて実験を行なった。
 2結果:安苗時においては,犬後肢全血流量は平均旬.95那君/min/100憂であった。泉1㈹
 量(筋金廊流量)は平均ス87πZ■皿iE/10呼であったb筋痔効血1扇曝.は組萩クリアランス法で平均
 4.7ろπゑ/min/1009であり,同時に行なった組織Ke七y-SCh皿idt法でも常にこれと一
 致したイ直が得られた。即ち安静時筋の全血流量と有効血流量とは一致しない。運動により筋金血
 流量及び筋有効血流量は共に増加したが,有効血流量の10～50π昭/皿in/100憂程度の増
 加時では,筋有効血流量と筋全血流量との差が著明に減少した。なむ安静時及び運動時の筋タリ
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 アランスは全てsing■eexponentia■decayを示した。安静時筋部分の静豚クリアラ
 ンスの多ぐはdoαbleexponentiaユであ動secOnaexponen七ia■は筋有効血
 流量と近い値であったが,運動時では筋クリアランスとよぐ似た8ingleeXPOnentia1
 を示す傾向がある。
 考按並びに結語
 Aukland・らは水素ガス筋クリアランスが時に多相性であり,またdesatu.ra七ionの開
 始が遅れること(七ime-lag)を指摘し疑問を抱いているが,著者の結果では筋クリアラン
 スは常に一相性であり,また筋クリアランス法及び筋Kety-Schmid.七法による筋有効血流
 ぬ
 最低の同時測定では両者が常に一致するので,この七‡me-lagも誤差は生じて来ない。
 Ke七y以来種々のinert区a8が筋クリアランスに用いられ,筋有効血流量測定法として広
 く応用されているが,局所注入法による組織クリアランス法ではいろいろ左誤差を生ずる危険性
 が指摘されて為り,この点水素ガス法は秀れて6ると思われる。また,従来Ke七y-SCh皿idt
 法を四肢に応用する場合は長時間を要するため実際的で左く,誤差も多いとされたが,著者は水
 素ガスの充分かつ適切な吸入により動静豚,組織の濃度飽和を連続記録によって確認して参り,
 著者の方法では四肢に沿いてもKe七y-SChmi肌法は充分応用出来るものと考える。筋金血流
 量値の報告は主として皮膚血流遮断時のVgnou80cclu6ionPle塘y8mograPhyに
 よって麦されて来たが,これらの値は一般的に低く,一方他の方法では比較的本報告の成績に近
 い値が報告されている。本法は採血の要左ぐ,連続記録が可能であるという長所を有し,懐た臨
 床的にも応用可能であり,今后循環障碍肢の検索に有望な手段と思われる。
 安静時筋ては全血流量が有効血流量を上まわっていることを著者は示し従って安静骨格筋には組織
 に闘与しな1/・f■owが存するが,このf■owの生ずる可能1生としては,①A-V8hun七,②func-
 tionaユshun七が挙げられる。しかしながら,(£は骨格∫源てかいては多くの文献的知見及び静瞬クリア
ロ
 ランスの形から可能性が少ないと思われる。一方物質交換の不充分なる血管床は諭hy8iologica■
 ハ
 8hun七ingと称すべしとの示唆がなされて諭鉱骨格筋にむける七horoughfare'chan一
り
 ne■(Zweifach)では比較的短い経路の急速な血流が認められ,この様な部分では
モ ゆ
 Phy8io■Ogica■8虹un七ingの起る可能性がある・著者の証明した組織に関一与しない
 f■OWは厳密には水素ガスの拡散の不充分な血管床の存在を意味するものと思われるが,この
 様な血管床では酸素等の交換は更に不充分なことが予想され,この意味ではnOn-effec七i▽e
 flOwとも云える。このnon-effectiveflowは運動時には消失し,大部分がeffe-
 ctiveとなるので,このf■owの1つの役割が軽運動時の局所要求の高まりに対する予備
 と考えるのはそう困難ではない。
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 審査結果の要旨
 奉論文はAukエaロαらの水素ガス局所クリアランス法及び同じぐ水素ガスを応用したKety-
 Scb盤idも法により,生理牽的な面から骨格筋の循壌動態を明らかにせんと試みたもので,
 築盛ilでほAuklanαらの方法を改良した装置で,水素ガ.ス濃度を忠実に測定し得ることを
 もestehamberに上って示し,更に実験犬及びヒトに応胴し,水素ガスを用いた組織クリ
 アランス法及びKety-8Cllm斑t法iが骨格筋金血流量,有効.血流量測定に関して実験的にも
 臨床的にも誤差の少乏い有用な方法であることを示し,第2郡では実験犬の後肢骨格筋の令血流
 吊と有効巾1硫最を共に水素ガスを指示薬として用いて同時測定し,1)安静時の骨格筋金血流量
 は,鷺に骨格筋有効酷流量を上注わっている。2)軽度の運動時では筋金血流量と筋有効血流量の
 差が減少,或は涌者が一致する傾向があるとの結果を得これから落者は安静時骨格筋には,指示
 薬として用いた水素ガスを組織と充分交潮し得たい横飛拝11管簾が存在ずること,従って酸乗算に
 つレ、ても同様であり,これ1歳nOn一∈ffec七iVeblOOdflowと称ずべき番,のであること,
 及び安麺}時骨格筋のnon-effectiveflOwの役割は軽度の運動時における血流景増加,
 局所要求の高古りのたlrうのreserveであろうことを示唆した。
 従来,骨格筋の循環は神経性に,或は体液性に学一疫支配では理解し得ない様な知見が報告さ
 れ,所謂UdualcirCul巳non"の存在が示唆されてきた。更にBar尺erらの様に,安
 静㌶F4てヒt大'吊のnon-effectivef!owが存1すると∫轡宗ずる学者もあったが,予」簿の域を
 脱してはいたい。これ.に対して本論文で岐同上・の指示薬を用い,しかも同時に骨格筋の全血流量
 と'有効1自流帰を測宗し,intac毛な安静筋1ては常にnon-effecUVeflowが存在+る
 こと涛・征明し得た。このnOn-effeoUvefエowの成立機序については,著者はZWei-
 f'ユchの斜tborOUghfarecbanne1"の薇念を滴用し,解剖学的なA-V-Aによるより
 も,存しろ機能的表sbun七ingmecbanismの方が説明し易レ・と考えているが,このnOn-
 effectivefエOwの出現機序,役割{〆〔つL(ては更に検討を加える余地が残されている7);,
 この様1な纏綿の物質交換の機構の探究は需要であり,今麻績極的冗解明さるべ鳶ところであると
 している。
 でた,循濃障碍肢筋の循環動態の喚索は従来一般に行なわれてきた全面流量測定だけでは満足
 出来ず,筋金血流量及ぴ有効面流鍛の両者の同時測定が必要であり,特に後者の把握が欠ぐべか
 らざるものであることを本論文から強調し簿るとし,この意味でも薯考の方法は今后有望な手段
 と考えられ.}本論文は充分学位に値すると考えられる。
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